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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 
脳生体ダイナミクスを捉える摂食嚥下機能リモート評価訓練システム

の開発 

研 究 責 任 者 ： 濱 聖司（広島大学） 

 

２．研究開発の目的 

超高齢化に伴い誤嚥性肺炎による死亡者が急激に増加し、2030 年には年間約 13 万人に到達する

と予測されている。摂食嚥下は認知/運動/自律神経機能が絡み合った生体機能であり、嚥下障害の

診断と治療には複数の診療科の連携が必要となるが、簡便に利用可能な検査訓練装置が存在せず、

検査訓練の困難さが大きな社会問題となりつつある。摂食嚥下障害は口腔～喉頭の感覚が脳で統合

されて複雑な運動が調節される機序を明らかにすることが重要な鍵となる。本課題では、末梢交感神

経を血管のかたさで評価する末梢血管剛性を使うことで感覚の定量評価が行えることを利用し、複雑

で分かりにくい摂食・嚥下障害を分かりやすく評価できるシステムの構築を目指した。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

摂食嚥下を認知/運動/自律神経機能の側面から定量評価する新たな検査システムを開発した。ま

ず、末梢血管剛性を評価することにより、咳を誘発しない程度の弱い刺激でも喉頭の感覚能力が評価

でき、水を飲むことと簡単な認知機能検査を組み合わせることによって摂食嚥下機能が推定可能で、

訓練にも応用できることを世界で初めて発見した。また、末梢血管剛性を利用すると自律神経活動の

評価が低負荷の試験で行え、脳卒中患者の摂食嚥下障害の評価・訓練に利用できることが判明した。

構築したシステムはデータをサーバに集約し、摂食嚥下検査の画像と計測データを院内の多くの PC

で表示する機能も有している。 

 

3-2. 今後の展開 

社会実装にはシステムの操作性や汎用性の向上とともに低コスト化が課題であることが指摘され

た。今後はより安価で汎用性のあるシステムに変更し、関係機関と連携して産学共同研究の体制構築

を成し、早期の社会実装を目指す。臨床応用は臨床研究開発支援機関の支援を受けて、医師主導治

験や臨床研究も計画する。 


